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◆ 【アスパラガス事例１】 
品種：さぬきのめざめ 栽培面積6反 

香川県東かがわ市でアスパラガス（さぬきの
めざめ）を栽培されている農家さんです。 
 
2月から定期的に灌水で複合乳酸菌を流し

ていただいており、病気もなくいいコンディシ
ョンですくすくとアスパラが育っています。 
 
水の貯水タンクに複合乳酸菌を混合して、灌
水で流していただいています。 
反あたりに5〜7L程度の複合乳酸菌が流れ

るペースで週に１回分量を分けて灌水してい
ます。 
 
8トンの貯水タンクに7トンの水がたまってお
り、その中に毎週7Lずつ複合乳酸菌を流し
込みしています。 
 
次シーズンからアスパラガス以外にもトマト
の水耕栽培でも乳酸菌を流していただく予
定です。 
 
＜栽培品目＞ 
アスパラ6反、トマト2反8畝、米20町、
WCS12町、他ブロッコリー5町など露地栽培 



◆ 【アスパラガス事例２】 
品種：さぬきのめざめ 栽培面積5反5畝 

香川県綾歌郡綾川町でアスパラガス（さぬき
のめざめ）を栽培されている農家さんです。 
 
ブロッコリーで複合乳酸菌を使用し、非常に
いい結果が出たので、3月からアスパラガス

に定期的に複合乳酸菌を灌水していただい
ており、病気もなくいいコンディションですくす
くとアスパラが育っています。 
 
水の貯水タンクに複合乳酸菌を混合して、灌
水で流していただいています。 
複合乳酸菌灌水量は2カ月に1回ぐらいのペ
ースで１０L程度タイミングを見計らって8トン
の貯水タンクに複合乳酸菌を流し込みして
います。 
 
水は地下水を組み上げており、２つのフィル
ターを通って8トンの貯水タンクにたまる仕組
みになっています。 
 
＜栽培品目＞ 
アスパラ5反5畝、ブロッコリー12町、キャベ
ツ3町、青ネギ10町、米20町、小麦20町 



香川県高松市でイチゴ（さぬき姫）を栽培さ
れている農家さんです。 
 
2月頃訪問した際には、暖房機の近くでうど

んこ病が出ており、その場所を中心に周りに
病気が広がりつつある状況でした。 
 
観光農園であまり農薬を使うことができない
とのことで、うどんこ病の広がりを抑えるため
複合乳酸菌を定期的に灌水していただいて
ます。灌水量は月に6～７L/反 の複合乳酸

菌が流れるように分量を分けて灌水チュー
ブで灌水。 
 
現在はうどんこ病の広がりもほぼ止まり、美
味しいイチゴがどんどん実っています。 
 
イチゴのシーズンのあとは、ミニトマトの栽培
で複合乳酸菌を使用していただく予定です。 
 
＜栽培品目＞ 
イチゴ、ミニトマト、青ネギなど 

◆ 【イチゴ事例1】 
品種：さぬき姫 栽培面積5反5畝 



香川県さぬき市でイチゴ（さぬき姫）を栽培さ
れている農家さんです。 
 
今年はうどんこ病の発生がひどく、スモーキ
ーを焚いていましたが、ちらほらとうどんこ病
が出てしまっている状態でした。 
 
複合乳酸菌を50倍希釈で葉面散布と、灌水
チューブで定期灌水していただいてます。 
現在はうどんこ病の広がりもほぼ止まり、葉
っぱも青々と元気を取り戻してきました。 
 
花粉交配はハチを使用されていますが、複
合乳酸菌は動植物に影響がないため、安心
して葉面散布できることも１つのメリットです
。 
 
＜栽培品目＞ 
イチゴ 

◆ 【イチゴ事例２】 
品種：さぬき姫 栽培面積1反5畝 



香川県高松市でイチゴ（さぬき姫）を栽培さ
れている農家さんです。 
 
水耕栽培と土耕栽培の設備で栽培区を分け
て栽培されています。 
水耕栽培ではピシウム菌が回り苗が大きく
育たず、土耕栽培では炭疽病に悩まされて
いました。 
 
複合乳酸菌を灌水チューブで灌水していた
だくようになってからは、水耕の苗も元気を
少しずつ取り戻し、炭疽病の広がりも止まっ
たというお声をいただきました。 
 
花粉交配ではめずらしいハエを使用されて
います。 
 
イチゴのシーズンが終わり、現在はミニトマト
（TY千果）の水耕栽培（NFT)で複合乳酸菌
を使用しています。 
 
＜栽培品目＞ 
イチゴ、大玉トマト、ミニトマト 

◆ 【イチゴ事例３】 
品種：さぬき姫 栽培面積1反６畝 



香川県高松市でイチゴ（桃薫、白イチゴ）を
栽培されている農家さんです。 
 
育苗から収穫までの間、虫害に対する天敵
農薬以外は、農薬不使用で育てています。 
 
肥料は9/7(14-14-14)、10/31(8-8-8)、
12/36(8-8-8)の3回施肥し、農薬は12/5マラ
ソン2000倍 
12/20スミチオン1000倍で実施。 
 
ほとんど農薬を使用しないイチゴ栽培は非
常にめずらしく青果市場やJA職員さんが見
学にくるほどです。 
 
複合乳酸菌100倍希釈とアサヒビール酵母
資材を月に3回程度葉面散布しています。 
 
＜栽培品目＞ 
イチゴ（桃薫、白イチゴ）、フィンガーライムな
ど 

◆ 【イチゴ事例４】 
品種：桃薫、白イチゴ 



香川県観音寺市でイチゴ（さぬき姫）を栽培
されている農家さんです。 
 
梅雨入り前のシーズン、うどんこ病の発生が
怖いとのことで複合乳酸菌とアサヒビール酵
母資材を灌水チューブで定期灌水していま
す。 
 
複合乳酸菌の灌水量は月に５～７L/反 原液
量が流れるように分量を分けて灌水。 
 
病気も出ず、収穫も調子がいいので6月中
旬ごろまで収穫をするとのことです。 
 
 
＜栽培品目＞ 
イチゴ 

◆ 【イチゴ事例５】 
品種：さぬき姫 栽培面積２反５畝 



愛媛県大洲市でイチゴ（紅ほっぺ）を栽培さ
れている農家さんです。 
 
1.5反のハウスに週に1回複合乳酸菌を4L
ずつ灌水チューブで流してもらっています。 
液肥を流す時は液肥と混合で灌水していま
す。 
 
複合乳酸菌を流して1カ月で着花がよくなり

、大きい花がたくさん咲きだした。成長も良く
なり、大きい実が付きだしたとのこと。 
イチゴの味も美味しくなったというお声をいた
だきました。 
 
＜栽培品目＞ 
イチゴ、ミニトマト 

◆ 【イチゴ事例６】 
品種：紅ほっぺ 栽培面積１反５畝 



愛媛県西予市でイチゴ（赤いしずく）を栽培さ
れている農家さんです。 
 
もともと灰カビ病に悩まされていましたが、複
合乳酸菌を灌水チューブで定期灌水するよ
うになってからは灰カビ病の広がりが止まっ
たというご連絡をいただきました。 
 
天候不順が続いた時は多少病気が出たりし
ていたそうですが、2月の強風でハウスの屋
根が飛ばされて灰カビ病が萬栄。 
 
緊急措置で複合乳酸菌50倍希釈を1週間に
1回のペースで葉面散布しました。 
葉面散布するようになって、灰カビ病が止ま
るだけでなく、成長が早くなり着花が早くなっ
たとのこと。葉っぱも元気になり実の大きさも
普段より大きく成長しているとご連絡をいた
だきました。 
 
＜栽培品目＞ 
イチゴ 

◆ 【イチゴ事例７】 
品種：赤いしずく 栽培面積１反５畝 



静岡県でイチゴ（紅ほっぺ）を栽培されてい
る農家さんです。 
 
親株定植時から複合乳酸菌を散布していた
だいており、根張りが良くなりランナーが太く
なったとのこと。 
 
撒布時にボトキラー水和剤（バチルス・ズブ
チリス芽胞）との併用で灰色カビ病・うどん粉
病の抑制がさらに期待できる。複合乳酸菌
は葉ダニ剤（殺虫剤）との併用が可能。 
 
葉面散布の時間と手間を省くために、加湿
器を利用して複合乳酸菌を噴霧しています。 
 
ハウス内を加湿器で高湿度にすることによっ
て葉ダニの抑制が期待できるのと、イチゴの
実が膨らんで収量がアップするとのことです
。 
 
＜栽培品目＞ 
イチゴ 

◆ 【イチゴ事例８】 
品種：紅ほっぺ 



香川県観音寺市でミニトマト（シュガープラム
）を栽培されている農家さんです。 
 
8月定植時期から複合乳酸菌をドリップで点
滴灌水。例年よりも樹勢が良くなり、毎年10
月～11月ごろに出ていた灰カビ病が今年は
出ませんでした。 
去年は灰カビ病が出て農薬散布をしてもな
かなか改善せず悩まされていただけに、今
年の変化に驚きを隠せない様子でした。 
 
定期灌水に併せて、土佐農機さんのモータ
ーフォグという噴霧器で複合乳酸菌を噴霧し
ています。 
ホルモン剤は一切使用しないこだわりのつく
り方をされていて、農薬を使用しなかったこ
とで資材にかけるコスパも良くなり複合乳酸
菌の確かな効果を実感されていました。 
 
農薬を使用しないことで、トマトの味も美味し
くなったというお声もいただきました。 
 
＜栽培品目＞ 
ミニトマト、アスパラガス 

◆ 【トマト事例１】 
品種：シュガープラム 栽培面積８畝 



香川県観音寺市でミニトマト（シュガープラム
）を栽培されている農家さんです。 
 
３月の苗の段階から複合乳酸菌をドリップで
点滴灌水。例年よりも根張りがよく、成長も
いい。 
苗会社の方がハウスの様子を見に来られた
そうですが、同じ品種を栽培している周辺の
トマト農家さんに比べて茎が太く実なりもい
いので、非常にいい状態で育っているとのこ
と。 
 
乳酸菌灌水量は3月20L、4月以降毎月10L
のペースで流し込み。昨年に比べて収穫量
が2倍以上になっているとのことで、収穫が

間に合わないぐらい忙しいと嬉しい悲鳴をあ
げられていました。 
 
複合乳酸菌を定期灌水してもらい、病気へ
の免疫力をつけて健康な状態を保っていま
す。 
 
＜栽培品目＞ 
ミニトマト 

◆ 【トマト事例２】 
品種：シュガープラム 栽培面積７畝 



香川県さぬき市でミニトマト（ CF千果）を栽
培されている農家さんです。 
 
有機肥料や藁や蟹殻などを混ぜた土で土耕
栽培している。もともと水耕栽培をしていた
時期もあり、水耕栽培の方が管理は楽だが
土耕栽培の方がトマトの味に深みが出ると
のことで、父の代からのこだわりのつくり方を 
している。土での栽培は水耕栽培より管理
が難しく、目で作物の状態を見て水やりをし
ているので自動化してません。 
 
発酵液肥と複合乳酸菌を混合で3日に1回
のペースで点滴チューブで灌水しています。 
複合乳酸菌の灌水量は月に４～５L/反 原液
量が流れるように分量を分けて灌水。 
 
実なりが良くなっているというお声をいただ
いています。 
 
＜栽培品目＞ 
ミニトマト、玉ねぎ、ブロッコリー、キャベツ、
オクラなど 

◆ 【トマト事例３】 
品種： CF千果 栽培面積１町 



香川県高松市で中玉トマト（フルティカ、レッ
ドオーレ）を栽培されている農家さんです。 
 
3月中旬ごろから複合乳酸菌を使用。複合
乳酸菌の灌水量は月に6～8L/反 原液量が
流れるように分量を分けて灌水。 
地下水を組み上げる方式の灌水設備で灌
水用液肥混入器で複合乳酸菌を混入し灌水
していただいています。 
 
葉面散布はESSという霧状に噴霧する機械
で、魚エキスの液肥と複合乳酸菌を一緒に5
日に1回葉面散布。1回の散布量は2反2畝
で2.5L(原液）噴霧してもらっています。 
 
使用して2週間でトマトの味が美味しくなった
というお声をいただきました。 
 
＜栽培品目＞ 
中玉トマト 

◆ 【トマト事例４】 
品種：フルティカ、レッドオーレ 栽培面積２反２畝 



香川県高松市でミニトマト（CF千果、TY千果
）を栽培されている農家さんです。 
 
NFT方式の水耕栽培でトマトを栽培されてお
り、1反の面積の圃場で週に２Lずつ複合乳
酸菌を灌水、葉面散布は週に1回していただ
いています。 
 
1月定植、4月定植、7月定植と時期をずらし

て区画ごとに栽培されていますが、複合乳
酸菌の定期灌水により、今のところほとんど
病気もなく生育も順調です。 
 
弊社の複合乳酸菌に含まれている乳酸菌は
通性嫌気性菌で酸素があってもなくても生育
できますので、水耕栽培でも有効活用いた
だけます。 
 
＜栽培品目＞ 
ミニトマト 

◆ 【トマト事例５】 
品種：CF千果、 TY千果 栽培面積１反 



香川県高松市でキュウリ（常翔661 ）を栽培
されている農家さんです。 
毎年同じ圃場でキュウリを栽培するため、土
壌には有機肥料をふんだんに入れ、土づくり
には力を入れています。 
 
定植前の土づくりで複合乳酸菌を２L/反 水
に希釈して灌注。 
 
定植後は複合乳酸菌を定期的に灌水チュー
ブで灌水しています。複合乳酸菌の灌水量
は月に10L程度/反 原液量が流れるように分
量を分けて灌水。 
 
​根圏のコンディションが良いので、うどん粉

病やべと病などの病気もでないため、減農
薬で栽培が出来ています。 
成り疲れもなくみずみずしいキュウリがたくさ
ん収穫できています。 
 
＜栽培品目＞ 
キュウリ、カブ、ホウレンソウ、米など 

◆ 【キュウリ事例１】 
品種：常翔661 栽培面積２反４畝 



香川県高松市でキュウリを栽培されている
農家さんです。 
キュウリやブロッコリーなど農薬を使わない
栽培方法でこだわりをもって栽培されていま
す。 
 
定植前の土づくりで複合乳酸菌を２L/反 水
に希釈して灌注。 
 
定植後は液肥混合器を使用し、複合乳酸菌
を定期的に灌水チューブで灌水しています。
複合乳酸菌の灌水量は月に6～8L/反 原液
量が流れるように分量を分けて灌水。 
 
複合乳酸菌適用区と慣行栽培区と1反ずつ

ハウスを分けて比較していますが、慣行栽
培区のハウスは赤サビ病と思われる症状が
全体に出てしまっていました。 
複合乳酸菌を使用しているハウスでは病気
は出ておらず、明らかな差が現れています。 
​ 
＜栽培品目＞ 
キュウリ、トマト、トウモロコシ、ブロッコリー、
大根など 

◆ 【キュウリ事例２】 
品種： フェニックス 栽培面積２反 

慣行栽培区 
の病気の症状 
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